（法第２８条第１項関係様式例）

令和5年度事業報告書

　　令和5年　４月　1日から　令和6年　3月　31日まで

特定非営利活動法人ドッグセラピージャパン
１　事業の成果

障害者就労支援事業の就労継続支援A型のドッグカフェ営業を鞍手町にて令和5年2月より再開。小倉においては、昨年同様営業はできていない。来年度は小倉・鞍手において、もう少し利用者をふやします。

セラピー活動においては、毎月クリニック等での活動を再開してまいりました。
２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者の人数
	受益対象者
の範囲及び
人数
	支出額
(千円)

	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービスの運営
	就労継続支援A型
（犬カフェの運営及び清掃活動）
	週7日
	小倉北区片野
鞍手町
	支援員１人
支援員
1人
	障害のある方
3人
障がいのある方
13人
	　8,911
　　


	各種高齢者施設、養護施設、学校、病院、各種団体等へのセラピー活動
	・クリニックでのドッグセラピー活動
	年12日
	北九州市内
	2人
	訪問先の患者２０人程度
	50


	セラピードッグ訓練・販売・分譲

	・実施しなかった

	
	
	
	
	

	アニマルセラピーの啓蒙活動に関する講演会の開催
	・実施しなかった
	
	
	
	
	

	ドッグセラピスト、ドッグトレーナー、ドッグトリマー、ブリーダー、ドッグアドバイザーの養成事業
	・実施しなかった
	
	
	
	
	

	子ども食堂運営等の「暮らしサポート」事業
	・実施しなかった
	
	
	
	
	

	学習支援などの「学びサポート事業」
	・小学校での夢授業
	年1回
	北九州市内
	2人
	訪問先の生徒
100人
	1


	食事の提供などの「居場所づくり」事業
	・実施しなかった
	
	
	
	
	

	地域活性化事業
	・実施しなかった
	
	
	
	
	

	その他この法人の目的を達成するために必要な事業
	・実施しなかった
	
	
	
	
	


(2)　その他の事業

	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者の人数
	支出額
（千円）

	犬のオヤツ・関連グッズ販売
	・実施しなかった
	
	
	
	


（備考）

１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。

３　２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載する。

４　２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記載する。

５　２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数及び支出額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。
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